
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　 複数の検索キーワードの組み合わせで記述された検索条件
に沿ってデータベースを検索する情報検索装置において、
　入力される前記検索条件を受け付ける検索条件受付手段と、
　前記データベースから前記検索条件に適合する適合情報を抽出する情報抽出手段と、

　
前記適合情報の提示

順を決定する提示順決定手段と、
　を有することを特徴とする情報検索装置。
【請求項２】
　 複数の検索キーワードの組み合わせで記述された検索条件
に沿ってデータベースを検索する情報検索プログラムを記録した記憶媒体において、コン
ピュータを、
　入力される前記検索条件を受け付ける検索条件受付手段、
　前記データベースから前記検索条件に適合する適合情報を抽出する情報抽出手段、
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それぞれに係数が付加された

　前記検索条件を、論理和を含まない複数の論理式が更に論理和で結合された選言標準形
の検索式に変換し、前記検索式を構成する個々の前記論理式について、当該論理式に含ま
れる前記検索キーワードの係数に基づいて、重要度を評価する論理式評価手段と、

抽出された前記適合情報のうち、前記論理式評価手段により得られた前記重要度が高い
前記論理式に適合する前記適合情報が、優先的に提示されるように、

それぞれに係数が付加された

　前記検索条件を、論理和を含まない複数の論理式が更に論理和で結合された選言標準形



　
前記適合情報の提示

順を決定する提示順決定手段、
　を有することを特徴とする情報検索装置として動作させることを特徴とする記憶媒体。
【請求項３】
　

複数の検索キーワードの組み合わせで記述された検索条件に沿って
データベースを検索する 情報検索方法において、
　 検索条件受付手段によって、入力される前記検索条件を受け付け、
　 情報抽出手段によって、前記データベースから前記検索条件に適合する適合情報を
抽出し、

　 提示順決定手段によって、

前記適合情報の提示順を決定する、
　ことを特徴とする情報検索方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は情報検索装置 および情報検索プログラムを記録した記憶媒体に
関し、特に複数の検索キーワードの組み合わせで記述された検索条件に沿ってデータベー
スを検索する情報検索装置 複数の検索キーワードの組み合わせで記
述された検索条件に沿ってデータベースを検索する情報検索プログラムを記録した記憶媒
体に関する。
【０００２】
【従来の技術】
インターネット等が普及したことで、公開されているデータベースを利用して、どのよう
な人でも容易に情報検索を行うことができるようになった。情報検索を行う際は、検索し
たい情報に関連するキーワードを挙げ、そのキーワードを組み合わせて検索式を作成する
方法が一般的である。
【０００３】
しかし、通常どのようなデータベースにも膨大な情報が格納されている。そして、特に情
報検索に関する知識や技術を持たない一般の人が作成する検索式は曖昧なものになってし
まうことが多く、必要な情報のみを抽出して取得することが難しくなっている。
【０００４】
そのため、現在、一般の人にも効率よく情報検索を行なえるよう支援するための技術が必
要となってきている。
このような技術として、従来、検索式を視覚的にあるいは対話的に作成する方法がいくつ
か提案されている。
【０００５】
例えば、特開平８－２７２８０６号「データベース検索システム」では、検索結果から検
索式にさらに加えるとよいと予想されるキーワードを提示し、対話的に検索対象を絞り込
む方法が提案されている。
【０００６】
また、特開平９－４４５１０号「  情報処理装置及び方法」では、検索条件の相関関係を
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の検索式に変換し、前記検索式を構成する個々の前記論理式について、当該論理式に含ま
れる前記検索キーワードの係数に基づいて、重要度を評価する論理式評価手段、

抽出された前記適合情報のうち、前記論理式評価手段により得られた前記重要度が高い
前記論理式に適合する前記適合情報が、優先的に提示されるように、

検索条件受付手段と情報抽出手段と論理式評価手段と提示順決定手段とを有し、それぞ
れに係数が付加された

情報検索装置における
前記
前記

　前記論理式評価手段によって、前記検索条件を、論理和を含まない複数の論理式が更に
論理和で結合された選言標準形の検索式に変換し、前記検索式を構成する個々の前記論理
式について、当該論理式に含まれる前記検索キーワードの係数に基づいて、重要度を評価
し、

前記 抽出された前記適合情報のうち、前記論理式評価手段に
より得られた前記重要度が高い前記論理式に適合する前記適合情報が、優先的に提示され
るように、

、情報検索方法

、情報検索方法および



わかりやすく表示して、検索条件の設定を容易にする方法を提案している。
【０００７】
さらに、特開平９－８１５７５号「  データベース検索方式」  では、検索式の論理関係を
表示する表示画面上の領域に検索項目を配置することで検索式を作る方法を提案している
。
【０００８】
検索システムは、入力される検索式に対応して情報を検索し、任意の方法でソートしてか
ら、もしくは単にヒットした順に、検索結果を表示する。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、上述したような方法でより良い検索式を作成しても、得られる情報が複数であれ
ば、情報検索者にとって重要なものとそうでないものとが存在することは避けられない。
【００１０】
そのため、重要な情報は検索結果の中に分散して埋もれてしまい、情報検索者にとって、
結果的には効率的な情報検索が行えないという問題点があった。
また、フリーキーワードを利用する全文検索等においても同じ問題点があった。
【００１１】
　本発明はこのような点に鑑みてなされたものであり、情報検索の結果を、情報検索者の
望む順番で提供する情報検索装置 を提供することを目的とする。
　また、本発明の別の目的は、コンピュータを、情報検索の結果を、情報検索者の望む順
番で提供する情報検索装置として動作させる情報検索プログラムを記録した記憶媒体を提
供することを目的とする。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
　本発明では上記課題を解決するために、 複数の検索キーワ
ードの組み合わせで記述された検索条件に沿ってデータベースを検索する情報検索装置に
おいて、入力される前記検索条件を受け付ける検索条件受付手段と、前記データベースか
ら前記検索条件に適合する適合情報を抽出する情報抽出手段と、

前記適合情報の提示順を決定する提示順決定手段と、を
有することを特徴とする情報検索装置が提供される。
【００１３】
　このような情報検索装置で 複数の検索キーワードの組み
合わせで記述された検索条件に沿ってデータベースを検索する際、検索条件受付手段は、
入力される検索条件を受け付ける。また、情報抽出手段は、データベースから検索条件に
適合する適合情報を抽出する。

そして提示順決定手段は、
適合情報の

提示順を決定する。
【００１４】
　このように、本発明の情報検索装置では 検
索結果である適合情報を に基づいて評価するた
め、 ことが可能で
ある。
【００１５】
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および情報検索方法

それぞれに係数が付加された

前記検索条件を、論理和
を含まない複数の論理式が更に論理和で結合された選言標準形の検索式に変換し、前記検
索式を構成する個々の前記論理式について、当該論理式に含まれる前記検索キーワードの
係数に基づいて、重要度を評価する論理式評価手段と、抽出された前記適合情報のうち、
前記論理式評価手段により得られた前記重要度が高い前記論理式に適合する前記適合情報
が、優先的に提示されるように、

、それぞれに係数が付加された

論理式評価手段は、検索条件を、論理和を含まない複数の
論理式が更に論理和で結合された選言標準形の検索式に変換し、検索式を構成する個々の
論理式について、当該論理式に含まれる検索キーワードの係数に基づいて、重要度を評価
する。 抽出された適合情報のうち、論理式評価手段により得ら
れた重要度が高い論理式に適合する適合情報が、優先的に提示されるように、

、検索条件を選言標準形の検索式に変換し、
論理和で結合された個々の論理式の重要度

情報検索者の意図に沿って、検索結果の提示順序をより細かく制御する



　また、本発明では上記課題を解決するために、 複数の検索
キーワードの組み合わせで記述された検索条件に沿ってデータベースを検索する情報検索
プログラムを記録した記憶媒体において、コンピュータを、入力される前記検索条件を受
け付ける検索条件受付手段、前記データベースから前記検索条件に適合する適合情報を抽
出する情報抽出手段、

前記適合情
報の提示順を決定する提示順決定手段、を有することを特徴とする情報検索装置として動
作させることを特徴とする記憶媒体が提供される。
【００１６】
　このような情報検索プログラムを記録した記憶媒体は、 複
数の検索キーワードの組み合わせで記述された検索条件に沿ってデータベースを検索する

において、コンピュータを、入力される検索条件を受け付ける検索条件受付手段とし
て動作させる。また、コンピュータを、データベースから検索条件に適合する適合情報を
抽出する情報抽出手段として動作させる。さらに、

として動作させる。また、コンピュータを、

適合情報の提示順を決定する提示順決定手段として動作させる
　このように、本発明の情報検索プログラムを記録した記憶媒体では、コンピュータを、

検索結果である適合情報を
に基づいて評価するように動作させるため、

ことが可能である。
【００１７】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面を参照して説明する。
図１は、本発明の情報検索装置の原理構成を示したブロック図である。
【００１８】
本発明の情報検索装置は、複数の検索キーワードの組み合わせで記述された検索条件に沿
ってデータベース１を検索するにあたり、入力される検索条件を受け付ける検索条件受付
手段２と、データベース１から検索条件に適合する適合情報を抽出する情報抽出手段３と
、適合情報に含まれる検索キーワードに付加された係数に基づいて、適合情報に対する評
価値を算出する評価値算出手段４と、評価値に基づいて適合情報の提示順を決定する提示
順決定手段５と、を有する。
ここで、情報検索者は複数の検索キーワードの組み合わせで記述した検索条件を検索条件
受付手段２に入力する。検索キーワードには情報検索者の検索目的に応じて任意の係数が
重み付け（付加）されている。情報抽出手段３は、データベース１を検索し、検索条件受
付手段２で受け付けた検索条件に適合する適合情報を抽出する。抽出される適合情報が検
索結果となる。そして、評価値算出手段４は、情報抽出手段３で抽出した適合情報につい
て、その適合情報に含まれる検索キーワードに付加された係数に基づき、評価値を算出す
る。提示順決定手段５は、評価値算出手段４で算出された評価値に基づいて、適合情報の
提示順を決定する。そして、モニタ６等が、決定した提示順に適合情報を提示する。
【００１９】
このように、本発明の情報検索装置では検索結果である適合情報をその適合情報に含まれ
た検索キーワードに基づいて評価するため、情報検索者が望む順番に提示することが可能
である。
【００２０】
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それぞれに係数が付加された

前記検索条件を、論理和を含まない複数の論理式が更に論理和で結
合された選言標準形の検索式に変換し、前記検索式を構成する個々の前記論理式について
、当該論理式に含まれる前記検索キーワードの係数に基づいて、重要度を評価する論理式
評価手段、抽出された前記適合情報のうち、前記論理式評価手段により得られた前記重要
度が高い前記論理式に適合する前記適合情報が、優先的に提示されるように、

それぞれに係数が付加された

場合

検索条件を、論理和を含まない複数の
論理式が更に論理和で結合された選言標準形の検索式に変換し、検索式を構成する個々の
論理式について、当該論理式に含まれる検索キーワードの係数に基づいて、重要度を評価
する論理式評価手段 抽出された適合情報のう
ち、論理式評価手段により得られた重要度が高い論理式に適合する適合情報が、優先的に
提示されるように、 。

検索条件を選言標準形の検索式に変換し、 論理和で結合された
個々の論理式の重要度 情報検索者の意図に沿
って、検索結果の提示順序をより細かく制御する



ここで、情報検索者の操作を受けて本発明の情報検索装置が適合情報を検索する手順につ
いて説明する。
図２は、本発明の情報検索装置が適合情報を検索する手順を示したフローチャートである
。以下、ステップ番号に沿って説明する。
［Ｓ１］情報検索装置は情報検索者から、検索キーワードの設定を受け付ける。検索キー
ワード設定については後に詳しく述べる。
［Ｓ２］情報検索装置は情報検索者から、検索式の入力を受け付ける。なお、検索式の作
成については後に詳しく述べる。
［Ｓ３］情報検索装置はデータベースから、検索式に適合する適合情報を抽出する。
［Ｓ４］情報検索装置は、評価値を算出していない適合情報が存在するか否か判断する。
評価値を算出していない適合情報が存在していればステップＳ５へ、評価値を算出してい
ない適合情報が存在していなければステップＳ６へ、進む。
［Ｓ５］情報検索装置は、評価値を算出していない任意の適合情報について評価値を算出
する。なお、評価値の算出については後に詳しく述べる。
［Ｓ６］情報検索装置は、算出された評価値に基づいて、適合情報の提示順を決定する。
［Ｓ７］情報検索装置は、決定された提示順に適合情報を提示する。
［Ｓ８］情報検索装置は、情報検索者からの検索終了指示を受け付けたか否かを判断する
。検索終了の指示を受け付けていれば情報検索は終了である。また、検索終了の指示を受
け付けていなければ、再度ステップＳ２へ進む。
【００２１】
ここで、検索キーワードの設定について説明する。情報検索者は、情報検索のための検索
式を作成する前に、検索式を構成する最小の要素である検索キーワードの設定を行う。
【００２２】
検索キーワードを設定する際には、検索キーワードとその係数を情報検索装置に与えれば
よい。この係数は検索キーワードの重要度を示すもので、正の整数、もしくは実数とする
。なお、この値が大きい程、検索キーワードの重要度が高いものとする。
【００２３】
次に、検索式の作成について説明する。情報検索者は、要素として先に設定した検索キー
ワードを持つ論理式を作成し、これを検索式とする。ここでは、論理演算子「ＡＮＤ」と
「ＯＲ」が利用できる。また、補助記号として括弧を利用する。なお、この論理式は、原
則として左側から順に解釈される。また、括弧内部は括弧外部よりも優先的に解釈される
。
【００２４】
次に、ステップＳ５で述べた適合情報についての評価値の算出について説明する。
図３は、適合情報について評価値を算出する手順を示したフローチャートである。以下、
ステップ番号に沿って説明を行う。
［Ｓ１１］情報検索装置は、適合情報を抽出するにあたって使用した検索式に含まれてい
る検索キーワード数ｋを算出する。
［Ｓ１２］情報検索装置は、ｋ個の独立した単位直交ベクトルで座標軸が構成されるｎ次
元ヒルベルト空間を用意する。
［Ｓ１３］情報検索装置は、ステップＳ１２で用意したｋ次元ヒルベルト空間の各座標軸
に、検索式に含まれた検索キーワードを割り当てる。
［Ｓ１４］情報検索装置は、各座標軸の基本ベクトルの長さを、ステップＳ１３で割り当
てられた検索キーワードの係数に応じて決定する。
［Ｓ１５］情報検索装置は、検索式に含まれる解釈単位（論理式）を調査する。なお、検
索式に含まれる解釈単位（論理式）について、例を挙げて簡単に説明すると、検索式が「
ａ  OR ( ｂ  ANDｃ ) 」であった場合、解釈単位は「ｂ  ANDｃ」と「ａ  OR ( ｂ  ANDｃ ) 」
とである。
［Ｓ１６］情報検索装置は、ステップＳ１５で調査した各解釈単位（論理式）に対する係
数（重要度）を計算する。ここで、係数計算について簡単に説明する。図５（Ａ）は、説
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明のための検索キーワード設定を示す表である。
【００２５】
図５（Ｂ）は、論理演算子「ＡＮＤ」を含む論理式に対する係数計算の手順を示すフロー
チャートである。
図５（Ｃ）は、論理演算子「ＯＲ」を含む論理式に対する係数計算の手順を示すフローチ
ャートである。
【００２６】
検索キーワードが「ａ（係数ｍ）」「ｂ（係数ｎ）」であった場合、論理式「ａＡＮＤｂ
」の係数はなお、この手順についても後に例を挙げて説明する。
［Ｓ１７］情報検索装置は、適合する解釈単位の係数（重要度）の最大値を、適合情報の
評価値とする。
【００２７】
ここで、ステップＳ１５で述べた解釈単位及びその調査について、また、ステップＳ１６
で述べた解釈単位に対する係数（重要度）の計算について、例を挙げて説明する。
【００２８】
これらを説明するためには、まず検索キーワード設定の例を示す必要がある。図４は、検
索キーワード設定の例を示す表である。この例では、表１０に示すように、検索キーワー
ドとして「論理（係数９）」、「計算（係数７）」、「演算（係数１）」、「表示（係数
７）」、「順序（係数６）」の５種を設定する。この設定をＳ式で示すと、次式（１）～
（５）のように示される。
【００２９】
【数１】
（（論理）９）…（１）
【００３０】
【数２】
((計算）７）…（２）
【００３１】
【数３】
（（演算）１）…（３）
【００３２】
【数４】
（（表示）７）…（４）
【００３３】
【数５】
（（順序）６）…（５）
ここで、情報検索者により入力される検索式が次式（６）であった場合の解釈単位及びそ
の調査について説明する。
【００３４】
【数６】
　
　
【００３５】
上述したように、括弧内部は括弧外部よりも優先的に解釈される。従って式（６）に関し
て最初に解釈されるべき解釈単位（論理式）は、次式（７）となる。
【００３６】
【数７】
計算  OR 演算…（７）
ここで、論理演算子「ＯＲ」を含む論理式の係数を算出する方法について説明する。
【００３７】
図５（Ａ）は、係数を算出するにあたって利用する係数キーワード及びその係数の例を示
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した表である。
図５（Ｂ）は、論理演算子「ＯＲ」を含む論理式の係数を算出する手順を示したフローチ
ャートである。以下、ステップ番号に沿って説明する。
［Ｓ２１］論理式「ａ  OR ｂ」は、検索キーワード「ａ（係数ｍ）」と検索キーワード「
ｂ（係数ｎ）」との和を示すものであるので、その係数を求めるには、まずｍとｎを比較
する。ｍがｎよりも大きいか、あるいは等しければステップＳ２２へ進む。また、ｍがｎ
よりも小さければステップＳ２３へ進む。
［Ｓ２２］論理式「ａ  OR ｂ」の係数はｍである。
［Ｓ２３］論理式「ａ  OR ｂ」の係数はｎである。
【００３８】
図５（Ｃ）は、２次元空間で論理演算子「ＯＲ」を含む論理式のベクトルを算出する様子
を視覚的に示す図である。
ここで、ベクトルＡは大きさｍを持ち、検索キーワード「ａ（係数ｍ）」を意味している
。また、ベクトルＢは大きさｎを持ち、検索キーワード「ｂ（係数ｎ）」を意味している
。このようにｍがｎより大きい場合、論理式「ａ  OR ｂ」を意味するベクトルは、大きさ
ｍを持つ。なお、このベクトルの向きはベクトルＡの向きとベクトルＢの向きとを合成し
た向きである。
【００３９】
式（７）の論理式に関して係数計算を行い、式（１）～（５）に基づいたＳ式で示すと、
次式（８）となる。
【００４０】
【数８】
　
　
【００４１】
即ち、式（７）の解釈単位（論理式）の係数は７である。
式（７）の次に解釈されるべき解釈単位（論理式）は次式（９）である。
【００４２】
【数９】　論理  AND (計算  OR 演算 ) …（９）
ここで、論理演算子「ＡＮＤ」を含む論理式の係数を算出する方法について説明する。係
数を算出するにあたって利用する係数キーワード及びその係数は、図５（Ａ）に示した表
２０を利用する。
【００４３】
図６（Ａ）は、論理演算子「ＡＮＤ」を含む論理式の係数を算出する手順を示したフロー
チャートである。以下、ステップ番号に沿って説明する。
［Ｓ３１］論理式「ａ  ANDｂ」は、検索キーワード「ａ（係数ｍ）」と検索キーワード「
ｂ（係数ｎ）」との積を示すものであるので、その係数を求めるには、まずｍの２乗値ｍ
ｍを求める。
［Ｓ３２］ｎの２乗値ｎｎを求める。
［Ｓ３３］ステップＳ３１で求めたｍｍと、ステップＳ３２で求めたｎｎとの合計値ｍｎ
を求める。
［Ｓ３４］ステップＳ３３で求めたｍｎの平方根値を求め、これを論理式「ａ  ANDｂ」の
係数とする。
【００４４】
図６（Ｂ）は、２次元空間で論理演算子「ＡＮＤ」を含む論理式のベクトルを算出する様
子を視覚的に示す図である。
ここで、論理式「ａ  ANDｂ」を意味するベクトルは、ベクトルＡとベクトルＢとの合成ベ
クトルである。なお、係数が整数で与えられるにも拘わらずステップＳ３４で算出された
平方根値が実数となってしまう場合には、算出された平方根値を超えない最大の整数を、
論理式「ａ  ANDｂ」の係数とする。
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【００４５】
式（９）の論理式に関して係数計算を行い、式（１）～（５）に基づいたＳ式で示すと、
次式（１０）となる。
【００４６】
【数１０】
　
　
　
　
【００４７】
即ち、式（９）の解釈単位（論理式）の係数は１１である。
式（９）の次に解釈されるべき解釈単位（論理式）は次式（１１）である。
【００４８】
【数１１】
表示  AND順序…（１１）
式（１１）の論理式に関して係数計算を行い、式（１）～（５）に基づいたＳ式で示すと
、次式（１２）となる。
【００４９】
【数１２】
　
　
【００５０】
即ち、式（１１）の解釈単位（論理式）の係数は９である。
式（１１）の次に解釈されるべき解釈単位（論理式）は検索式（６）である。式（６）に
関して係数計算を行い、式（１）～（５）に基づいたＳ式で示すと、次式（１３）となる
。
【００５１】
【数１３】
　
　
　
　
　
【００５２】
以上説明したように、図３に示したフローチャートのステップＳ１５では情報検索者から
入力された検索式に含まれる解釈単位（論理式）の調査を、ステップＳ１６では各解釈単
位に対する係数（重要度）の計算を、行う。
【００５３】
本発明の文書検索装置では、このようにして各解釈単位（論理式）に対する係数（重要度
）を明らかにした後、ステップＳ１７に示すように、適合情報の評価値を定める。そして
、検索式に適合するとして抽出される適合情報のうち、評価値の高いものを先に提示する
よう、提示順を決定する。
【００５４】
従って、例えば式（６）を検索式として情報検索を行って適合情報を抽出した場合には、
評価値（係数）１１を持つ解釈単位である論理式（９）に適合する適合情報がまず提示さ
れ、次に評価値９を持つ解釈単位である論理式（１１）に適合する適合情報が提示される
こととなる。
【００５５】
このように、本発明の文書検索装置では、検索結果である適合情報をその適合情報に含ま
れた検索キーワードに基づいて評価するため、情報検索者が望む順番で提示することが可
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能である。
【００５６】
なお、上記の説明では与えられた検索式を単純に分解して解釈単位を調査するものとした
が、検索式を OR標準形に変形してから解釈単位を調査するようにしてもよい。
【００５７】
例えば、次式（１４）の OR標準形は、下記の式（１５）である。
【００５８】
【数１４】
　
　
　
【００５９】
【数１５】
　
　
　
　
　
【００６０】
また、式（１５）の論理式に関して係数計算を行い、式（１）～（５）に基づいたＳ式で
示すと、次式（１６）となる。
【００６１】
【数１６】
　
　
　
　
　
　
【００６２】
従って、検索式（１４）により抽出された適合情報を提示する際には、最大の評価値（係
数）を持つ解釈単位（論理式）である次式（１７）に適合する適合情報をまず提示する。
【００６３】
【数１７】
論理  AND計算…（１７）
次に、次式（１８）に適合する適合情報を提示する。
【００６４】
【数１８】
表示  AND順序…（１８）
最後に、次式（１９）に適合する適合情報を提示する。
【００６５】
【数１９】
論理  AND演算…（１９）
このように、検索式を OR標準形に変形してから解釈単位を調査するようにすれば、適合文
書の提示順を更に細かく制御することが可能となる。
【００６６】
なお、上記の説明では情報検索装置の形態については特に定めていないが、以上説明した
ような機能を持つ情報検索プログラムをコンピュータシステム等に組み込んで情報検索装
置を実現してもよい。
【００６７】
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【発明の効果】
　以上説明したように、本発明の情報検索装置では、

検索結果である適合情報を に基づいて評
価し、提示順を決定する構成としたため、

ことが可能である。
【００６８】
　また、以上説明したように、本発明の情報検索プログラムを記録した記憶媒体では、コ
ンピュータを、 検索結果である適合情報を

に基づいて評価し、提示順を決定するように動作さ
せる構成としたため、

ことが可能である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の情報検索装置の原理構成を示したブロック図である。
【図２】本発明の情報検索装置が適合情報を検索する手順を示したフローチャートである
。
【図３】適合情報について評価値を算出する手順を示したフローチャートである。
【図４】検索キーワード設定の例を示す表である。
【図５】（Ａ）は、係数を算出するにあたって利用する係数キーワード及びその係数の例
を示した表である。
（Ｂ）は、論理演算子「ＯＲ」を含む論理式の係数を算出する手順を示したフローチャー
トである。
（Ｃ）は、２次元空間で論理演算子「ＯＲ」を含む論理式のベクトルを算出する様子を視
覚的に示す図である。
【図６】（Ａ）は、論理演算子「ＡＮＤ」を含む論理式の係数を算出する手順を示したフ
ローチャートである。
（Ｂ）は、２次元空間で論理演算子「ＡＮＤ」を含む論理式のベクトルを算出する様子を
視覚的に示す図である。
【符号の説明】
１　データベース
２　検索条件受付手段
３　情報抽出手段
４　評価値算出手段
５　提示順決定手段
６　モニタ
１０　検索キーワード設定の例を示す表
２０　係数を算出するにあたって利用する係数キーワード及びその係数の例を示した表
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検索条件を選言標準形の検索式に変
換し、 論理和で結合された個々の論理式の重要度

情報検索者の意図に沿って、検索結果の提示順
序をより細かく制御する

検索条件を選言標準形の検索式に変換し、 論理
和で結合された個々の論理式の重要度

情報検索者の意図に沿って、検索結果の提示順序をより細かく制御
する



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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